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研究課題名「デスモイド型線維腫症に対する抗がん剤・分子標的治療薬の治療

成績に関する多機関共同研究（JMOG065）」に関する情報公開 
 
 本研究は名古屋大学医学部付属病院において医学部倫理委員会の承認を受け、公立

大学法人名古屋市立大学理事長の許可のもと、倫理指針および法令を遵守して実施し

ますのでご協力をお願いいたします。 
 
１．研究の対象 
本研究の対象者は、2000 年 1 月から 2021 年 12 月の間に、名古屋医学医学部附属病院及

び共同研究機関にてデスモイド型線維腫症と診断され、薬物治療を行った方です。 
 
 
２．研究目的・方法・研究期間 
研究目的：本邦における薬物治療の実施状況の把握、デスモイド型線維腫症に対して

エビデンスがあるとされるメソトレキセート・ビンブラスチン、パゾパニブに関し

て、それらの使用方法やその中止基準、奏効率や無増大生存率（PFS）、中止後の再

増大率、疼痛の出現率や疼痛に対するそれらの効果などを調査、検討することです。 
 
研究方法：電子カルテの診療録および画像より情報を抽出し、薬剤に対する奏効率お

よび無増悪生存期間（PFS）、薬剤に対する有害事象、薬剤中止後の腫瘍径の推移、

疼痛の推移につき調査します。 
 
研究期間：実施承認日 ～ （西暦） 2026 年 12 月 31 日 
 
 
３．研究に用いる試料・情報の種類 
情報：生年月日、性別、家族性大腸線腫症（FAP）の有無、腫瘍発生部位、腫瘍最大径

（初診時、薬物治療開始時）、疼痛（初診時、薬物投与開始時・治療中）、関節可動域制

限の有無および程度、RECIST (PD/SD/PR/CR) で計測した腫瘍径の推移、薬物投与期

間、経過観察期間、中止基準、中止後再増大の有無及び増大までの期間、CTNNB1 変異

型 等 
 

 



 

 

 

４．外部への試料・情報の提供方法 
郵送もしくはパスワードロックのかかる電子媒体により提供します。 
 
５．研究組織 

愛知県がんセンター整形外科・部長・筑紫聡 

岐阜大学医学部整形外科・講師・永野昭仁 

九州大学医学部整形外科・講師・遠藤誠 

信州大学医学部整形外科・助教・鬼頭宗久 

徳島大学医学部整形外科・特任准教授・西庄俊彦 

栃木県立がんセンター骨軟部腫瘍・整形外科・科長・菊田一貴 

福島県立医科大学医学部整形外科・東白川整形外科アカデミー教授・箱﨑道

之 

国立がん研究センター中央病院骨軟部腫瘍・リハビリテーション科・科長・

川井章、医長・小倉浩一 

名古屋市立大学医学部整形外科・講師・木村浩明 

奈良県立医科大学医学部骨軟部腫瘍制御・機能再建医学・教授・朴木寛弥 

京都府立医科大学医学部整形外科・准教授・白井寿治 

埼玉県立がんセンター整形外科・科長・五木田茶舞 

大阪大学医学部整形外科・助教・伊村慶紀 

東京大学医学部整形外科・講師・小林寛 

旭川医科大学医学部整形外科・助教・柴田宏明 

富山大学医学部整形外科・准教授・診療副科長・診療教授・安田剛敏 

新潟大学医学部整形外科・助教・大池直樹 

兵庫県立がんセンター整形外科・部長・藤田郁夫 

日本大学医学部附属板橋病院整形外科・助教・小島敏雄 

岡山大学医学部整形外科・運動器外傷学講座・准教授・中田英二 

 
 
６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 
 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 
また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 
 



 

 

 

  ■照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先 
実施機関名：名古屋市立大学病院 
所属・役職：整形外科・講師 
担当者氏名：木村 浩明 
電話番号：052-853-8236（平日 9 時～17 時） 


